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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第29期

第１四半期
連結累計期間

第30期
第１四半期
連結累計期間

第29期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日

自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

売上高 (千円) 620,178 480,767 2,491,620

経常損失(△) (千円) △69,608 △75,225 △448,563

四半期純利益又は
四半期(当期)純損失(△)

(千円) △74,463 421,478 △263,153

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △95,090 423,150 △307,387

純資産額 (千円) 943,736 1,154,573 731,422

総資産額 (千円) 4,481,204 3,605,649 3,641,381

１株当たり
四半期純利益金額又は
四半期(当期)純損失金額(△)

(円) △5.41 30.61 △19.11

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 21.1 32.0 20.1
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第30期第１四半期連結累計期間は潜在株

式が存在しないため、第29期第１四半期連結累計期間及び第29期は１株当たり四半期（当期）純損失であ

り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　 ４．平成25年10月１日付けで普通株式１株につき100株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、前連

結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期(当期)純損失金額を算定しており

ます。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。　

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

なお、当社グループの主たる事業である検査機システム事業では、主たる顧客であるフラットパネルディスプレイ

メーカーの設備投資は、スマートフォン向けなどの需要はあるものの液晶テレビなどの需要低迷が続き、慎重な動向

が続いております。このような状況の中、当社グループは、積極的な営業活動と製品開発、徹底したコスト削減に取

り組み、売上と利益の確保に努めてまいりましたが、前連結会計年度において重要な営業損失、経常損失及び当期純

損失を計上した結果、3期連続の営業損失、経常損失及び当期純損失を計上いたしました。

　当該状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が前連結会計年度末において存在し

ておりました。当第１四半期連結累計期間においても、営業損失、経常損失を計上しており、引き続き継続企業の前

提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しておりますが、当該状況を解消するため、「第２　事業の

状況　３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析　(6)　事業等のリスクに記載した重要事象等に

ついての分析・検討内容及び当該事象等を解消し、又は改善するための対応策」に記載の施策を実施しております。

しかしながら、検査機システム事業の受注動向は不透明で、顧客の設備投資の動向に大きく依存していることか

ら、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1)業績の状況

　当社グループは事業構造の改革と新規事業・新製品開発に取り組み、損益構造の改善に努めてまいりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の連結業績は、売上高480百万円（前年同四半期比22.5％減）、営業損失

66百万円（前年同四半期は営業損失71百万円）、経常損失75百万円（前年同四半期は経常損失69百万円）となり

ました。また、新大阪営業所の土地建物を売却し、特別利益に固定資産売却益539百万円を計上した結果、四半

期純利益は421百万円（前年同四半期は四半期純損失74百万円）となりました。

　セグメント別の業績を示すと、次のとおりであります。

　日本セグメントでは、主力製品である画像処理外観検査装置は引合いが徐々に増えているものの、売上は伸び

悩みました。この結果、売上高は270百万円（前年同四半期比14.9％減）、セグメント損失は77百万円（前年同

四半期はセグメント損失107百万円）となりました。

　米国セグメントでは、CAD/CAMソフト「KEYCREATOR」を中心に売上が増加しました。この結果、売上高は104百

万円（前年同四半期比23.3％増）、セグメント損失は7百万円（前年同四半期はセグメント損失15百万円）とな

りました。

　韓国セグメントでは、画像処理外観検査装置の売上が伸び悩みました。この結果、売上高は105百万円（前年

同四半期比51.3％減）、セグメント利益は13百万円（前年同四半期比41.9％減）となりました。
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(2) 財政状態の分析

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ35百万円減少しました。流動資産は

現金及び預金の増加462万円、売上債権の減少114百万円、たな卸資産の増加75百万円などから439百万円増加

し、固定資産は土地・建物の売却などによる有形固定資産の減少497百万円、ソフトウエアの取得による無形固

定資産の増加20百万円などにより、475百万円減少しました。

　負債は、前連結会計年度末に比べ458百万円減少しました。流動負債は仕入債務の増加35百万円、短期借入金

の減少251百万円などにより108百万円減少しました。固定負債は長期借入金の減少350百万円などにより349百万

円減少しております。

　純資産は、四半期純利益421百万円の計上などにより、純資産合計が423百万円増加しました。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は27百万円であります。

 

(5) 主要な設備

売却により、当第１四半期連結累計期間に著しい変動があった設備は、次の通りであります。

会社名
事業所名
(所在地)

セグメントの
名称

設備の内容
帳簿価額
(千円)

売却年月

提出会社
新大阪営業所
(大阪市淀川区)

日本 土地・建物 491,942 平成26年５月
 

 

(6) 事業等のリスクに記載した重要事象等についての分析・検討内容及び当該重要事象等を解消し、又は改善するた

めの対応策

　当社グループは「第２　事業の状況　１　事業等のリスク」に記載のとおり、継続企業の前提に重要な疑義を

生じさせるような事象又は状況が存在しておりますが、当該事象等を解消するために、主に日本セグメントにお

いて、事業構造の改革に取り組んでおります。

　具体的には、検査機システム事業においては、有機EL、機能性フィルム、タッチパネル向けなど従来の液晶以

外の検査機システムの開発、販売を強化し新規顧客の開拓を進めると共に、成長が見込まれる中国市場に注力し

ております。また、創造エンジニアリング事業、メディアネット事業では国内販売を強化し、収益の増加を図っ

ております。

　さらに、厳しい市場環境が継続するとの判断から、前連結会計年度の東京営業所に続き、新大阪営業所土地建

物の売却など資産の圧縮に取り組んできており、人件費などの固定費の削減によって損益分岐点の引き下げを行

い、損益構造の改善に努めております。

　米国セグメントにおいては、子会社Kubotek USA,Inc.の事業体制を見直し固定費の削減を含む再建計画を実行

しております。

　一方で、新規事業として安全、低コスト、大容量の蓄電媒体としての次世代フライホイール蓄電システムの研

究開発を加速させ、早期事業化を推進しております。

　これら対応策の実施により、事業構造を早期に転換し事業価値の維持向上に努め、収益性の回復と製品開発、

販売拡大により事業基盤の強化を図り、当該状況の解消、改善に努めてまいります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成26年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成26年８月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 13,830,000 13,830,000
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株
であります。

計 13,830,000 13,830,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年６月30日 ― 13,830,000 ― 1,951,750 ― ―
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成26年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 62,000
 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

13,767,500
137,675 ―

単元未満株式
普通株式

500
― ―

発行済株式総数 13,830,000 ― ―

総株主の議決権 ― 137,675 ―
 

 (注)１．単元未満株式の普通株式には、当社所有の自己株式59株が含まれております。

２．当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成26年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

② 【自己株式等】

平成26年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
クボテック株式会社

大阪市北区中之島４丁目
３番36号　玉江橋ビル内

62,000 ― 62,000 0.45

計 ― 62,000 ― 62,000 0.45
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成26年４月１日から平成

26年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成26年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,034,914 1,497,013

  受取手形及び売掛金 597,418 483,187

  商品及び製品 13,523 7,405

  仕掛品 386,414 471,847

  原材料及び貯蔵品 138,974 135,485

  繰延税金資産 950 918

  その他 64,566 76,889

  貸倒引当金 △117,928 △114,172

  流動資産合計 2,118,832 2,558,574

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 397,424 244,518

   土地 900,493 558,514

   その他（純額） 34,096 31,490

   有形固定資産合計 1,332,014 834,523

  無形固定資産   

   ソフトウエア 129,798 150,251

   その他 2,285 2,285

   無形固定資産合計 132,083 152,537

  投資その他の資産   

   その他 62,607 64,170

   貸倒引当金 △4,157 △4,157

   投資その他の資産合計 58,449 60,013

  固定資産合計 1,522,548 1,047,074

 資産合計 3,641,381 3,605,649

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 235,353 270,521

  短期借入金 1,524,000 1,273,000

  1年内償還予定の社債 100,000 100,000

  未払法人税等 21,469 45,897

  賞与引当金 3,140 2,465

  その他 408,221 491,410

  流動負債合計 2,292,183 2,183,294

 固定負債   

  長期借入金 556,000 206,000

  繰延税金負債 344 833

  退職給付に係る負債 57,242 57,901

  その他 4,187 3,047

  固定負債合計 617,774 267,781

 負債合計 2,909,958 2,451,076
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成26年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,951,750 1,951,750

  利益剰余金 △1,168,900 △747,421

  自己株式 △81,675 △81,675

  株主資本合計 701,174 1,122,652

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 623 1,481

  為替換算調整勘定 29,624 30,438

  その他の包括利益累計額合計 30,248 31,920

 純資産合計 731,422 1,154,573

負債純資産合計 3,641,381 3,605,649
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

売上高 620,178 480,767

売上原価 430,941 284,646

売上総利益 189,236 196,121

販売費及び一般管理費 260,248 262,596

営業損失（△） △71,011 △66,475

営業外収益   

 受取利息 31 38

 受取賃貸料 2,880 305

 為替差益 4,608 -

 その他 296 669

 営業外収益合計 7,816 1,013

営業外費用   

 支払利息 6,402 5,700

 為替差損 - 4,063

 その他 11 -

 営業外費用合計 6,414 9,763

経常損失（△） △69,608 △75,225

特別利益   

 固定資産売却益 - 539,843

 特別利益合計 - 539,843

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△69,608 464,617

法人税等 4,855 43,139

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△74,463 421,478

四半期純利益又は四半期純損失（△） △74,463 421,478
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△74,463 421,478

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 33 858

 為替換算調整勘定 △20,659 814

 その他の包括利益合計 △20,626 1,672

四半期包括利益 △95,090 423,150

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △95,090 423,150

 少数株主に係る四半期包括利益 - -
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

当社グループの主たる事業である検査機システム事業では、主たる顧客であるフラットパネルディスプレイメー

カーの設備投資は、スマートフォン向けなどの需要はあるものの液晶テレビなどの需要低迷が続き、慎重な動向が

続いております。このような状況の中、当社グループは、積極的な営業活動と製品開発、徹底したコスト削減に取

り組み、売上と利益の確保に努めてまいりましたが、前連結会計年度において重要な営業損失、経常損失及び当期

純損失を計上した結果、3期連続の営業損失、経常損失及び当期純損失を計上いたしました。

　当該状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が前連結会計年度末において存在

しておりました。当第１四半期連結累計期間においても、営業損失、経常損失を計上しており、引き続き継続企業

の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。当該状況を解消すべく主に日本セグメ

ントにおいて、事業構造の改革と新規事業・新製品開発に取り組んでおります。

　具体的には、検査機システム事業においては、有機EL、機能性フィルム、タッチパネル向けなど従来の液晶以外

の検査機システムの開発、販売を強化し新規顧客の開拓を進めると共に、成長が見込まれる中国市場に注力してお

ります。また、創造エンジニアリング事業、メディアネット事業では国内販売を強化し、収益の増加を図っており

ます。

　さらに、厳しい市場環境が継続するとの判断から、前連結会計年度の東京営業所に続き、新大阪営業所土地建物

の売却など資産の圧縮に取り組んできており、人件費などの固定費の削減によって損益分岐点の引き下げを行い、

損益構造の改善に努めております。

　米国セグメントにおいては、子会社Kubotek USA,Inc.の事業体制を見直し固定費の削減を含む再建計画を実行し

ております。

　一方で、新規事業として安全、低コスト、大容量の蓄電媒体としての次世代フライホイール蓄電システムの研究

開発を加速させ、早期事業化を推進しております。

　これら対応策の実施により、事業構造を早期に転換し事業価値の維持向上に努め、収益性の回復と製品開発、販

売拡大により事業基盤の強化を図り、当該状況の解消、改善に努めてまいります。

　しかしながら、検査機システム事業の受注動向は不透明で、顧客の設備投資の動向に大きく依存していることか

ら、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。

　なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の

影響を四半期連結財務諸表に反映しておりません。

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日)

　税金費用の計算

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

　なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりでありま

す。

(単位：千円)

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

減価償却費 31,594 46,402
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(株主資本等関係)

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日)

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント

合計

日本 米国 韓国

売上高     

  外部顧客への売上高 318,572 84,492 217,112 620,178

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

69,472 4,235 14,245 87,953

計 388,045 88,728 231,357 708,131

セグメント利益又は損失(△) △107,126 △15,989 23,411 △99,705
 

 

2．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

損失 金額

報告セグメント計 △99,705

セグメント間取引消去 2,071

内部利益の調整額 16,370

その他 10,252

四半期連結損益計算書の営業損失(△) △71,011
 

 

3．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント

合計

日本 米国 韓国

売上高     

  外部顧客への売上高 270,955 104,172 105,640 480,767

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

32,553 6,264 10,278 49,096

計 303,508 110,437 115,918 529,864

セグメント利益又は損失(△) △77,989 △7,970 13,593 △72,366
 

 

2．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

損失 金額

報告セグメント計 △72,366

セグメント間取引消去 2,115

内部利益の調整額 3,589

その他 186

四半期連結損益計算書の営業損失(△) △66,475
 

 

3．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(デリバティブ取引関係)

当社グループはデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額
(△)

△5円41銭 30円61銭

    (算定上の基礎)   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)(千
円)

△74,463 421,478

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損失
金額(△)(千円)

△74,463 421,478

    普通株式の期中平均株式数(株) 13,768,000 13,767,941
 

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、前第１四半期連結累計期間は１株当たり四半期純

損失であり、また、潜在株式が存在しないため、当第１四半期連結累計期間は潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

２．当社は、平成25年10月１日付けで普通株式１株につき100株の割合で株式分割を行っております。これに伴

い、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純損失金額を算定してお

ります。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成２６年８月８日

クボテック株式会社

取　締　役　会　　御中

 

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　 中 　 川 　 一 　 之 印

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士  和 田 林 　 一 　 毅 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているクボテック

株式会社の平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成２６年

４月１日から平成２６年６月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２６年４月１日から平成２６年６月３０

日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、クボテック株式会社及び連結子会社の平成２６年６月３０日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。
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強調事項

継続企業の前提に関する注記に記載されているとおり、会社の主たる事業である検査機システム事業では、主たる顧

客であるフラットパネルディスプレイメーカーの設備投資の慎重な動向が続いている。このような状況の中、売上と利

益の確保に努めたが、前連結会計年度において、重要な営業損失、経常損失及び当期純損失を計上した結果、３期連続

の営業損失、経常損失及び当期純損失を計上した。当第１四半期連結累計期間においても、営業損失、経常損失を計上

している状況にあり、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しており、現時点では継続企業の前

提に関する重要な不確実性が認められる。なお、当該状況に対する対応策及び重要な不確実性が認められる理由につい

ては当該注記に記載されている。四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、このような重要な不確

実性の影響は四半期連結財務諸表に反映されていない。

当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

 ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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